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日本手術看護学会誌 査読ガイドライン 

 

1．一般方針 

投稿された原稿は、理事長より委嘱された査読者および編集委員が査読し、その判定結果

に基き編集委員会において採否を決定する。 

査読は正確・公正・迅速を旨とし、投稿原稿の内容について査読基準に沿って行う。 

優れた点と課題の両方を著者へ伝える。 

論文を書き慣れていないと思われる著者の論文で，体裁は整っていないが内容は掲載す

る価値があると思われる場合には，できる限り教育的な見地からの査読をお願いいたしま

す。 

 

2．査読基準 

1）未発表の内容であるか 

2）研究としての独創性、新規性があるか。または、既存の知識を拡大し、裏づけするもの

であるか 

3）周術期看護分野の発展に寄与するものであるか 

4）研究に際して倫理的配慮がなされているか（対象者への配慮、引用文献の明記など） 

5）論文の構成は適切、かつ、論文投稿規程に沿っているか 

＜総説・原著・研究報告・資料・その他の場合＞ 

① 表題は適切か 

② 研究目的が明確であるか 

③ 研究目的に沿った研究方法が用いられているか 

④ 分析方法は妥当か 

⑤ 結果の導き方に論理の矛盾や飛躍がないか 

⑥ 考察は適切になされているか 

⑦ 文献の引用は適切か 

⑧ 図表･資料等は適切か 

⑨ 要旨･英文要旨（該当する種類の論文のみ）の記載は適切か 

＜事例報告の場合＞ 

① 表題は適切か 

② 研究目的が明確であるか 

③ 実施方法・内容について、場面が思い浮かぶように具体的に記載しているか 

他は、＜総説・原著他の場合＞の⑥～⑨と同じ項目である。 

6）研究目的から考察までの論旨が明快で一貫性があるか 

7）投稿された論文の種類は適切か 

8）多重投稿，重複投稿ではないか 

他誌に掲載されたものと同じ内容の論文（多重投稿）や、同時に他誌に投稿すること（重

複投稿）は禁止しています。そのような状況が疑われる場合には、編集委員会までご連
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絡ください。 

 

3．査読評価 

〇：採用（判定理由記載不要） 

△：条件（修正後に採用または再査読）付き採用（判定理由記載必要） 

×：不採用（判定理由記載必要） 

 

4．査読の方法  

1）査読者の査読の意見は、査読結果ならびに著者への意見の用紙にご記入をお願いいた

します 

2）投稿規程を必ずご参照ください 

 

5．査読の流れ 

① 論文受付後、編集委員長・編集委員は、査読者 2名を選出する（事例報告の場合、査読

者 1名は編集委員とする）。 

② 査読依頼を受けた査読者は、1週間以内に諾否を事務局へ伝える。 

③ 査読者は、査読依頼の承諾後、30日 以内に 1回目査読を実施し、査読結果を事務局へ

提出する。 

④ ③の際、事務局から査読〆切 1週間前に、査読者へリマインドメールを送信する。 

⑤ 事務局は担当編集委員へ査読結果を共有する。 

⑥ 担当編集委員は 14日以内に判定を実施し、結果を事務局および編集委員長へ提出する。 

⑦ 事務局から著者に就業日 5日以内に査読評価を通知する。 

⑧ 条件付き採用の場合、著者は通知から 45日以内に再投稿する。 

⑨ 査読者は、30日 以内に 2回目査読を実施し、査読評価を再検討し、査読結果を事務局

へ提出する。その際、新たな質問は行わないこととする。 

⑩ ⑨の際、事務局から査読〆切 1週間前に、査読者へリマインドメールを送信する。 

⑪ 事務局は担当編集委員へ査読結果を共有する。 

⑫ 担当編集委員は、14 日以内に判定を実施し、結果を事務局および編集委員長へ提出す

る。 

⑬ 編集委員会で、査読者の査読結果と担当編集委員の判定をもとに、本誌への掲載可否を

最終決定し、著者に通知する。 

 

6．査読結果判定基準と著者への通知 

2名の査読委員による査読結果をもとに、以下の原則に従って採否を決定する。 

 

〇 〇 無条件採用 

採用結果のみ通知 

〇 △ 無条件採用 

修正不要だが判定理由（△）を著者へ通知 
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〇 × 編集委員会審議にて条件付き採用・採用・不採用を判定 

査読判定理由を著者へ通知 

△ △ 査読内容により、編集委員会審議にて条件付き採用・不採用を判定 

査読判定理由を著者へ通知 

△ × 編集委員会審議にて条件付き採用・不採用を判定 

査読判定理由を著者へ通知 

× × 不採用 

査読判定理由を著者へ通知 

 

7．査読の留意点 

① 査読の際、課題を指摘する際、どのように改善すればいいのか建設的かつ具体的な提案

をすること。 

② 2回目の査読の際、新たな課題の指摘は行わない。ただし、新たに修正されたことに関

する質問は可能である。 

③ 査読は原則として 2回までである。 

④ 論文の内容から著者が推定できる場合があるが、著者や関係者への直接の連絡は取ら

ないこと。必要な場合は、下記編集委員会へ問い合わせをお願いしたい。 

⑤ 倫理的観点から、投稿論文に関する守秘義務を順守して、取り扱いには十分注意するこ

と。また査読結果についても同様である。 

⑥ 問い合わせ先 

〒113－0033 東京都文京区本郷 3丁目 19-7 本郷三宝ビル 4 階 

日本手術看護学会編集委員会 E-mail：kaiin-1@jona.gr.jp 

 

附則 1）この規定は 2005年 11月 11日より施行する 

   2）この規定は 2024年８月 16日より施行する 


